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入学予定者講習会 学科別プログラム 

 

英語コミュニケーション学科 

担当：宮房 寿美子 

 

 

課題の内容紹介 

 

異文化コミュニケーションという言葉が色々なところ

で使われるようになりました。文化背景が異なる人々と

の接触が多くなってきたからだと思われます。異文化コ

ミュニケーションの世界は「あなたの常識は、私の非常

識。私の常識は、あなたの非常識」の世界です。 

あなたが常識だと思っていることが、他の人にとって

そうではなかったという経験はありますか？また、その

逆に、他の人の常識が、あなたにとって非常識だったと

いうことは？なぜそうなるのか考えていきましょう。 

 

セルフチェック１ 

 

次のことは、あなたにとって常識でしょうか？ 

a ～ c から当てはまるものを選び、その理由を記入しましょう。 

 

① 時間に遅れて人を待たせたら謝る。 

a. 常識  ｂ. 常識ではない  c.どちらともいえない 

なぜなら （                                      ） 

 

② 人から好意を受けたり、贈り物をもらったりしたら、次にあったとき、ひと言お礼を言う。 

b. 常識  ｂ. 常識ではない  c.どちらともいえない 

なぜなら （                                      ） 

 

③ 先輩や先生に対しては、同年齢の友人に対するときより丁寧に話す。 

c. 常識  ｂ. 常識ではない  c.どちらともいえない 

なぜなら （                                      ） 
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ステップアップエクササイズ 

 

常識というワクからはみ出したものに対して、私たちは、なぜ

しばしば、腹を立てたり、失礼な、と怒ったり、否定的な気持

ちになるのでしょうか。海外で次のような経験をした人がいま

す。あなたならどう反応するでしょうか。 

 

 

 

 

① 電話に出たら、かけてきた相手は、名前を名乗らずに、「あなた誰？」と聞いた。 

私は、きっと（                                  ）だろう。 

 

② 一緒に食事をすると、隣の人が自分の箸を使って、私のお皿に勝手に料理をどんどん乗せた。 

私は、きっと（                                  ）だろう。 

 

③ 食事に招待したら、「喜んで行きます」と言ったのに、断りなく欠席した。その後、謝りの言葉も

ない。 

私は、きっと（                                  ）だろう。 

 

 

今度は、相手の立場に立ってみましょう。相手にとってこれが「常識」だとすると、その背景にはどん

な理由があるのか考えてみましょう。 

［理由］ 

①  

 

 

②  

 

 

③  
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